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大都市の緑地におけるカラス類の繁殖状況
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はじめに

北海道大学は人口およそ186万人を擁する札幌市(札幌市2003)の都心部にあり,周辺は

ピル街や住宅地に取り囲まれて,島状に残った緑地状の環境にあるその構内にはハルニレ

やポプラの大木を含む樹林が多く残されており,多種の小鳥類と共にカラス類も多くみられる．

大規模な都市環境におけるカラス類の繁殖状況は,東京(黒沢･松田2003)以外には研究例

はない.そこでわれわれは北海道大学の構内とその周辺で,カラス類がどのくらい繁殖してい

るのか,その繁殖に都合のよい条件は何かを調べるため,繁殖しているカラス類のなわばり

数,営巣場所,カラス類同士におけるなわばりの競合の状況を調べた.そして,東京での調査

結果(黒沢･松田2003)と比較した．

方法

調査地は札幌市北海道大学構内とその周辺のおよそ1.3kｍ×1.8kmの区画で(図ｌ)，総面

積は253.6haで大学榊外部の面積は93.4haである.この調査地内になわばりを持つカラス類の

っがい数と巣立った幼鳥の数,巣間距離,巣高と樹高,および営巣樹樋を調査した.調査は

カラス類の繁殖期にあたる2003年４月18～７月23日のあいだに,調査員５人で週に１回程度

行なった．

ある巣が繁殖に成功したかどうかの判断は１羽以上の幼烏が一歩でも巣から出たのが確認

されれば,繁殖に成功したとみなした(黒沢･松田2003)．また,巣立った幼鳥の数は,調査期

間に親鳥のなわばりの範囲内でみられた幼鳥の最大数とした.なお,なわばりとは,そのつが

いがほかのカラス類や外敵などに対し防衛していた場所の最外郭をつないだ範囲とした.ま
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図１．調査地におけるカラス類の営巣状

況.．太い実線は調査地の範囲,細い

実線は大学柵内を示す.●はハシブト

ガラス,○はハシボソガラスの巣の位

置を示す．巣の周囲に半径75mの位

置に円を引いて隣接する巣との混み

具合を表した．

Fig.1．NestingsitesofcrowsinthG

studysite．●showsthenestsiteof

JungleCrow,ａｎｄ○thatofCarrion

Crows・TheboldsolidlineshowsthG

borderofthesludysite，thethinline

thatoftheuniversitycampus・The

circlearoundeachnestsiteshoｗｓａ

ｒａｄｉｕｓｏｉ､７５mtoindicatethedistance

betweentheneighboringnestsiles．

た,カラス類は威嚇しながら観察者の後を追ってついてくることが多かったので,ついてくるの

をやめた地点もなわばりの境界とした．

ハシブトガラスとハシボソガラスは同種同士のみならず,異種同士でもなわばりを主張するこ

とから,種別と共に両種を合わせて最短の巣間距離を調べた.観測したカラス類の巣のうち，

今年造巣を終了したものまでを｢巣｣とみなし,繁殖の途中で失敗した場合も含めた.また昨年

以前につくられたと思われた巣は古巣とし,巣間距離などの解析からは除外した.調査面積お

よび巣間距離は国土地理院発行25,000分の１地形図で測った．

巣高と樹高の調査は,電柱と３階建ての建物をlOmの指標として目測による予備調査を行

ない,秋の落葉後にレーザー距離計(Impulse;レーザーテクノロジー社)をもちいて本測定を

行なった.解析には本調査の結果を使用した.この結果と過去に東京で行なった樹高･巣高の

調査結果(黒沢未発表データ)とを比較した.この調査は,正三角形の定規の斜辺が水平に

なるように保持し,巣や樹冠が底辺の延長上にみえる位置に立って,その地点から樹下までの
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表１．札幌市調査地のカラス類の繁殖状況(2003年５～７月)．＊は2稲で有意な差のあった項目．
Table１．Crowsinthestudysite,Sapporo(May-July,2003).＊showsasignincanLdiilbrencebetween
theLwoSpecies．

つがい数

(繁殖つがい数）

TerritoriaIpair

(breedingpaiO

ハシプトガラスqungIeCrow）
NUInbero｢pai応３４(25〉
Density(/ha）０．１３(０．１０）

ハシボソガラス(CarrionCmw）

Numbel･ofPairs９(7)

DGnsity(/ha）0.0‘l(0.03）

カラス類総計(AIlcrows）

Numbcro｢pairs４３(32）

Dcnsily(/h､）０．１７(0.13）

平均巣立ち

幼烏数

Mennnumber

ofllcdglings

最短巣間距離

Minimumdistmcc

betweennesls(､）

巣の高さ

Mcannest

height(､）

1.92±０．９７161.66±82.1411.95±３．５０

１＊
１．４３±０．７８３５４．１０±２５１．２９９．２２±３．６５＊

1.81±０．７４136.59±48.12

主な営巣樹

MajornGstingtrcegenus

マツ類(8)､ポプラ(8)､その他針葉樹(6):/Ｖ＝２９

Pinus(8),Populus(8),Otherconilb聡(6)

ポプラ(‘l)､マツ頬(3)､その他広葉樹(2)Ｗ＝９
Populus(4),Pinus(3),Othcrbroadleaves(2)

距離を測って高さとしたものである．

巣高･樹高以外の調査結果は黒沢･松田(2003)の東京の調査結果との比較を行なった.た

だし,巣立ち幼鳥数の比較については,都心部の公園(黒沢･松田2003:調査地A)では巣落

としが行なわれており,人為的な影響が強かったので,都心部の公園を除いて比較した．

結果

2003年の繁殖期に延べ33回,総時間3,520分(lなわばりあたり約82分)調査を行なった.調

査地内になわばりを持ったカラス類は総計43つがいで,密度は0.17つがい/haだった(表ｌ)．

そのうち大学構内のカラス類の密度は0.23つがい/haで,構外では0.06つがいだった.内訳は

ハシブトガラスが34つがい,ハシボソガラスが９つがいだった(図ｌ)．そのうち１羽以上幼鳥を

巣立たせることができたつがいは,それぞれ25つがいと７つがいで,これらのつがいの密度

は,ハシブトガラスが0.10つがい/ha,ハシボソガラスが0.03/ha,両種合わせて0.13/haであっ

た.また,平均巣立ち幼鳥数は,ハシブトガラスが1.92±0.97(羽±SD/巣,八桂25),ハシボソ

ガラスが1.43±0.78(/V＝7)で,両種間に有意な差は認められなかった(Mann-WhimeyのU検

定Ｚ＝-1.41,戸＞0.05,/V＝7,25)．調査地全体に占める構外の面積割合は36.8％あるにも関

わらず,なわばりをかまえていたつがい数はハシブトガラス４つがい,ハシボソガラス２つがい

の６つがいだけ(14.0％)で,構内にいた37つがい(86.1％)と比べると有意に少なかった(ｘ２

＝8.62,自由度１，Ｐ＜0.01)．構外で繁殖に成功したのは両種ともそれぞれ２つがいずつだっ

た．

最近接巣間の平均距離は,ハシブトガラス同士で161.66±82.14ｍ(/V＝１８)，ハシボソガラス

同士で354.10±251.29ｍ(/V＝6)だった.樹高の平均はハシブトガラスとハシボソガラスがそれ
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表２．他都市(東京)の状況（黒沢･松田2003)．巣高は未発表データより(黒沢)．

Table２．DataIbrTokyo(Kurosawa＆Matsuda2003）ascomparison．＊showsaresultsignincantlyhigher

thanSapporo・MeannestheighlwaslakenfTomKurosawa(unpublisheddata)．

ハシブトガラス

JungleCrow

ハシボソガラス

CarrionCrow

なわばりつがい密度

Densityo｢ler｢ilorial

pair

０．１０(0.05）

0.02(0.01）

カラス類総計(AlIcrows）

Density(/ha）０．１３(0.06）

平均巣立ち幼鳥数

Meannumberof

fledgIings

1.49±１．４１

1.64±１．０３

1.50±１．３４

般短巣間距離

Minimumdistance

belwcGnnests(､）

147.3±８５．１

199.6±137.3

157.2±９７．８

巣の高さ

Meannest

height(、）

１１．７７±３．１５

い'＝３４）

14.44±3.90＊

（/Ｖ=１５）

主な営巣樹

Majornestingtrees

マツ類､クスノキ

Ｒｳ7“Ohy7amomum

マツ類､ナラ類

ﾉｺﾘﾘ"“,QuEv℃uｓ

ぞれ15.94±5.64ｍと14.00±6.45ｍだった.巣高の平均はハシブトガラスが11.95±3.50ｍ,ハ

シボソガラスが9.22±3.65ｍだった．目測時の誤差は,ハシブトガラスの巣高について平均

0.83ｍで,ハシボソガラスの巣高で平均1.18ｍとおよそ１ｍ前後だった.しかし,樹高について

は,精度が低く,平均誤差はそれぞれ2.58ｍと4.13ｍだった.樹高と巣高にはハシブトガラス，

ハシボソガラス共に有意な相関関係がみられたので(Spearmanの順位相関係数「＝0.44,Ｚ＝

2.41,Ｐ＜0.05,/V＝31；ノー0.92,Ｚ＝2.59,Ｐ＜0.01,/V＝9)，巣高についてのみ比較した.そ

の結果,２種のカラス類の巣高は有意に異なっていた(U検定Ｚ＝-2.11,戸＜0.05,/V＝9,31；

表ｌ)．

カラス類の巣立ち幼烏の数が巣間距離,および巣高によって規定されているかどうかを重回

帰分析によって調べたところ,有意な関係はみられなかった(F＝1.79,自由度２，Ｐ＞0.05)．

おもな営巣樹種は,ハシブトガラスがポプラやマツ類,その他の針葉樹で,ハシボソガラスが

ポプラやマツ類,その他の広葉樹であった(表ｌ)．両種ともにマツ類やポプラといった縦に細

長い樹形になる木を利用していたので,調査地内でカラス類が営巣した樹種を細長い樹型と

末広がりの樹型に分けて利用率を比較した.すなわち,縦長で細長いタイプを針葉樹型(マツ

類,カラマツ,スギやヒノキ類,トウヒ類,イチイ,ポプラ)，末広がりのタイプを広葉樹型(カンパ

類,ドロノキ類,ハルニレ,ケヤキ,カエデ類,ニセアカシア)とした.すると針葉樹型の樹種は

ハシブトガラスで74.2％(/V＝31),ハシボソガラスで77.8％(/V＝9)のつがいによって利用されて

いた．

ほかの大都市の例として東京のカラス類の繁殖状況(表２)と比較すると,札幌の本調査地と

東京のあいだに有意な密度の差は認められなかった(ｘ２＝2.95,自由度１，Ｐ＞0.05)．ハシ

ブトガラスについてみると,平均巣立ち率は札幌では1.92±0.82で東京では2.3±1.20羽／つ

がいであり,平均巣高はそれぞれ11.95±3.50ｍと11.77±3.15ｍでいずれも有意な違いはな
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Sappom

(31）（９）

５

0

かつた(U検定Ｚ＝-0.99,Ｐ＞0.05,八桂25,30；Ｚ＝0.12,Ｐ＞0.05,/V＝31,34)．また最短巣

間距離についても161.66±82.14ｍと147.33±85.06ｍで,両地域で有意な違いはなかった(Ｚ

＝-1.77,Ｐ＞0.05,/V＝23,32)．一方,ハシボソガラスの巣高については今回の調査地の平均

9.22±3.65ｍと,東京の結果14.44±3.90ｍは有意に異なっていた(Z＝-2.74,戸＜0.01,/V＝9,

14;図２)．

Tokyo

(34）（15）

図２．札幌と東京におけるカラス類の営巣場所の高さ(、)．（）の数値はサンプル数を示す．

Fig.２．Meannestheightsofcrows(､)inSapporoandTokyo(Kurosawa＆Matsuda2003)．Numbersin（）

showthesamplesizes・Ｂａｒｓｗｉｔｈ＊showthesigniHcantdifYbrences．

考察

東京と札幌といった大都市では,カラス類が平均してlhaあたり0.13～0.17つがい生息して

いたが,いずれの地域でも特に高密度でみられるパッチがあり,その周辺とは密度が異なって

いた.ハシブトガラスについてみると,二地域で,その巣高と巣立ち率,最短巣間距離を比較

するといずれも差がなかった.これらのことからカラス類のうち,特にハシブトガラスは人口の集

中した大都市内であっても,大きな樹林地には高密度で繁殖できるのではないかと考えられ

る.東京では密度の高い所では,繁殖成績が低いという負の密度効果がみられたが(黒沢･松

田2003)，本調査地では巣立ち幼烏の数は巣間距離によって影響を受けていなかったので，

密度過多による負の影響はあまりないと考えられる.東京の方が本調査地よりも人間の密度が

高いので,人的撹乱が大きい可能性もあるが,本調査で調べた項目からは予測できない別の

要因が関係しているかもしれない．

平均的にみると,ハシブトガラスの巣は19ｍ程度の樹木の12ｍ程度(樹高の2/3程度)のとこ
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ろにかけられており,営巣場所の条件としては地上付近でもなく樹冠でもない中間的な場所

だった.このような高さに巣を構えるのは,人間を含むほ乳類などの地上からの外敵と,上空か

らの外敵を共に回避することを意識した結果かもしれない.また,樹冠では枝が細いので不安

定であり,巣やヒナが落下する危険性が高い.以上のことからまず,巣が安定して繁殖を完遂

できる場所で,さらに捕食を避けることができるような中間的な位置に巣を構えると考えられる．

ハシブトガラスの営巣場所は,大阪の高槻市では樹冠の連続した大きな緑地に偏っており，

巣高もおよそ12ｍと報告されていて(中村2000)，札幌は12.0ｍ,東京は11.8ｍと巣高にはほと

んど地域差がみられなかった.これはこの種の営巣場所の選択性が強く,その選択幅も狭いこ

とを示しているのかもしれない.近年,東京の都市域のように人工環境が優占した樹木の少な

い地域にハシブトガラスが進出しているが(Uetaetal・inpress)，今なお営巣場所に樹木を選

んでいる(黒沢･松田2003)のはこうした選好性の現れであろう．

一方,ハシボソガラスは札幌と東京では異なる巣高で繁殖していた.本調査地では平均的

には樹高18ｍ程度のうち９ｍ程度(およそl/2程度)のところに営巣していた.巣高は営巣木の

樹高と相関があるので,ハシボソガラスは本調査地ではハシブトガラスよりも低い木で,また東

京郊外のハシボソガラスよりも低い木で営巣していた.また,帯広市や高槻市などの他地域で

もハシボソガラスがハシブトガラスよりも低いところで営巣していたという報告がある(玉田･藤巻

1993，中村2000)．一方,大阪の高槻市では高圧鉄塔を利用した場合には,２５ｍに近い高所

で営巣していたという報告もある(中村2000)．これは,ハシボソガラスが少なくとも営巣木の樹

高や巣高という環境要素への選択幅が広いことを表すのではないかと考えられる．

本調査地ではこのように２種のカラス類が共存して生息していた.東京の都心部では,ハシ

ボソガラスが繁殖していないことについては,ハシボソガラスの方が,開けた環境を好む

(Higuchil979,中村2000)という環境の選好'性が指摘されている.つまり,東京の都心部は高

層建築物が建ち並んだ結果,視野の開けた景観が得られないことと,ハシボソガラスがよく採

食に利用する草地状の環境がないことが要因と考えられる.さらに本調査地内のハシボソガラ

スが開けた環境に近い林縁部でなわばりを構えていた可能性はあり,その結果,樹木の高さも

低かったという可能性も否めない.この点を明らかにするためには,隣接する環境要素を調べ

て,平面的な空間上の分布を解析する必要があるだろう．

本調査地のうち,大学の構内は,１０ｍ以上の木が連続して生える樹林があり,農地が混在し

て開けたパッチも含まれるので,カラス類２種がそれぞれ好適な営巣場所を確保することがで

きたと考えられる.一方,構外で繁殖していたカラス類が非常に少なかったのは,同じ市内でも
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人工環境化の著しい地区では,ｌＯｍを越えるような高木が少なく,樹林の連続性も低いのでカ

ラス類の営巣に適した環境が極めて限られているからではないかと考えられた．
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ていただいた.以上の方々にこの場を借りて,お礼申し上げたい

要約

人口集中化の進んだ都市内の緑地である札幌市北海道大学構内とその周辺の調査地(253.6ha)に生

息するカラス類の繁殖密度と繁殖成功率,およびその営巣条件を2003年の繁殖期に調査した.その結果

を他の都市として東京の事例と比較した．

本調査地では,ハシブトガラスとハシボソガラスの両種が共に繁殖していた.カラス類の繁殖密度は

0.13つがい／haで,東京都心部と同じ程度に高密度であった.その最近接巣間距離や巣立ち率は東京

の調査地と差はなかった.ハシブトガラスが営巣していた巣高は11.95±3.50ｍであり,東京や大阪の調査

とも差がなかったので,本極は巣高などの営巣場所の選択幅が狭いと考えられる.一方,本調査地のハ

シボソガラスの巣高はハシブトガラスよりも低く,また東京のハシボソガラスよりも低かった.地域によって平

均巣商に違いがあることから,営巣する樹高の選択幅はハシブトガラスよりも広いと考えられる.しかし,２

種間で巣立ち幼鳥数に有意な差がなかったので,本調査地内の大学構内は２種のカラス類にとって好適

な繁殖場所と考えられる．

大学構内では,樹林と農場など開けた場所のある環境があるので両種のカラス類が共存していたが，

同じ都市域内でも大学周辺の市街地では繁殖していたカラス類は少なく,営巣適地が限られていることが

要因である可能性が考えられる．
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Breedingperfbrmancesofcrowsinapark-likesiteswithrichvegetationinurbanareas：

acomparisonbetweenSapporoandTokyo

ReikoKurosawal，TaroMatsuo2,TamamiTokunaga2，KazuyaKobayashi2＆EikoSato2

１．BiodiversityLab,TheInstituteoI､LowTemperatureScience，l-lokkaidoUniversity・

Kital9-joNishi8-chome,Sapporo,HokkaidoO60-0819

２．HokkaidoUniversityBirdingClub

Wesurveyedthenestsitecharacteristics，densityandsuccessratesofbreedingcrowsin

thestudysiteinandaroundHokkaidoUniversitycampus(253.6ｈａ)ｉｎ2003．Thissitehas

richvegetationinahighlyurbanizedareaofSapporoCity・Theresultswerecomparedwith

thoseofapreviousstudyinTokyo、

TwospeciesofcrowsOungleandCarrionCrows,ＣＱバノusmacmﾉｿhW7cﾉｳosandCcomﾉ7e），

bredinthestudysite・Thebreedingdensityo｢thetwospeciescombinedwasO､13/ha・The

fledgingratesandtheshortestdistancebetweenthenestsweresimilartothoseofTokyo・

BothinTokyoandSapporojungleCrowsnestedatnearlythesameheight（ａｂｏｕｔｌ２ｍ）

amongdenselycoveredtreebranches，whichsuggeststhatthespecieshaveanarrowrange

ofnest-siteselection，CarrionCrowsinSapporo，ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，nestedatalower

height，comparedtojungleCrowsingeneral，andCarrionCrowsinTokyo・Theregional

diffbrenceofnestheightsuggeststhatCarrionCrowshaveabroaderrangeofnestheight

selectionthanJungleCrows・Ｔｈｅｎｅｄｇｉｎｇｒａｔｅｗａｓｎｏｔｄｉ碇rentbetweenthetwocrows，

however，suggestingthatthestudysiteprovidedfavorablebreedingsitesibrbｏｔｈｓｐｅｃｉｅｓｏｆ

ＣｒＯＷＳ･

Theresultsuggeststhatthecampus，withitsrelativelylargeareasofwoodlandand

grassland，allowedibrthecoexistenceo「twospeciesofcrowsinahighlyurbanizedcity，

Outsideofthecampus，ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，fbwcrowsbred，suggestingthelimitationof

nestingsitespreventedtheirbreedinginthebuilt-upareas．
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